
赤磐市における現況及び将来見通し
（人口編）
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現況及び将来見通し（人口編）

■人口及び人口割合

【市全体の人口】

【市全体の人口割合（４区分）】

【都市計画区域内外の人口割合】

（2000） （2005） （2010） （2015） （2020） （2025） （2030） （2035） （2040） （2045）

【市街化区域と市街化調整区域の人口割合】

41,610 （+26）

39,135（+1,150）

[赤字：市が目指す人口ビジョン]

※出典：赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改定版 Ｒ２.３） [Ｒ２（2020）以降は推計値]

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）

※赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改定版 Ｒ２.３）より集計 [Ｒ２（2020）以降は推計値]
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※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）
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現況及び将来見通し（人口編）

【山陽団地（市街化区域）の人口】

【桜が丘団地（市街化区域）の人口】【市街化区域全体の人口】
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【年少人口（就学前・小学校入学）について】

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）

※出典：赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改定版 Ｒ２.３）

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）



現況及び将来見通し（人口編）

【人口増減状況図（Ｈ２２→Ｈ２７）】 【人口増減状況図（Ｈ２７→Ｒ２２）】

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）



現況及び将来見通し（人口編）

【人口密度（Ｈ２２）】 【人口密度（Ｈ２７）】 【人口密度（Ｒ２２）】

※国勢調査及び「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」の算出に準じた推計値
[Ｒ２（2020）以降は推計値] （ただし、年齢不詳等を除いて推計）
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現況及び将来見通し（人口編）

■転入・転出状況（市全体）

【年代別】

【地域別】

中国・四国地方 大都市圏 その他

岡山市 隣県 その他岡山市以外
：岡山県

■通勤者の状況（市全体）

【通勤者数等】
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※総務省「住民基本台帳人口移動報告」より集計 [Ｈ24～Ｈ30の合計値]

※総務省「住民基本台帳人口移動報告」より集計 [Ｈ24～Ｈ30の合計値]

※国勢調査を基に集計
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：（現在の）岡山市

流出先

流入元

流出先

H7 岡山市 瀬戸町 御津町 和気町 備前市 その他

H12 岡山市 瀬戸町 御津町 和気町 備前市 その他

H17 岡山市 瀬戸町 瀬戸内市 和気町 備前市 その他

H22 岡山市 備前市 倉敷市 瀬戸内市 和気町 その他

H27 岡山市 備前市 倉敷市 瀬戸内市 和気町 その他

流入元

H7 岡山市 瀬戸町 和気町 佐伯町 備前市 その他

H12 岡山市 瀬戸町 和気町 佐伯町 備前市 その他

H17 岡山市 瀬戸町 和気町 備前市 瀬戸内市 その他

H22 岡山市 和気町 備前市 瀬戸内市 美作市 その他

H27 岡山市 和気町 備前市 瀬戸内市 美作市 その他

※国勢調査を基に集計

0

【地域別】
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市街化区域内の人口増減率

市街化調整区域内の人口増減率

赤磐市

■都市計画区域における人口推移（H7とH27の比較）

■ まとめ（人口編）

○市全体の人口は、平成17（2005）年をピークに減少しており、今後
も減少が続く。また、16-64歳（生産年齢人口）の減少幅が大きいこ
とや、後期高齢者数の大幅な増加が今後もしばらく続くことが特徴
としてあげられる。

○都市計画区域内の人口は、（市域の約18%に）市全体の約７割の
人口が集まっており、今後もその割合は増加する見通しである。

○さらに、市街化区域（都市計画区域の約18%）に都市計画区域内の
約８割の人口が集まっており、今後もその割合は増加する見通しで
ある。

○市街化区域内では、山陽団地において人口が急激に減少しており、
今後も減少が続く見通しである。また、高齢化率が高止まりするとと
もに、しばらくは後期高齢者の割合が急激に増加する見込みであ
る。

○桜が丘団地においては、しばらくは人口増加が続く見通しである
一方、高齢化も進む見通しである。

○地区別に見ると、人口増加は桜が丘団地内の地区のみとなって
おり、山陽団地や市の中心部を含むその他の地区では増加して
いる地区もあるが、全体としては人口が減少し、山陽団地内にお
いては減少率が高い地区が多い。なお、桜が丘団地内において
も、中央部では人口減少となる地区が見られる。

○人口密度については、桜が丘団地内で40人／haを超える地区が
多くなっている一方、山陽団地内の全地区で（現在は）40人／ha
を超えているが、将来は多くの地区で40人／haを下回る。

○転入・転出状況は、10代・20代以外で転入超過となっており、特
に10代未満・30代の転入超過が大きくなっている。一方、10代・
20代は転出超過となっているものの、全世代の中で20代の転入
数が最も大きくなっている。

○転入・転出状況は、転入元・転出先ともに約半数が岡山市であり、
岡山県全体では約７割となっている。また、大都市圏からが２割程
度となっており、大都市への転出については、上の年代だけでな
く10代・20代でも大きくなっている。

○年少人口（15歳未満）全体については、減少傾向が続いているが、
就学前人口及び小学校入学児童数に限ると全ての年齢におい
て年々増加している。

○昼夜間人口率については、改善が見られるものの８０％に届かず、
低水準で推移している。

○通勤状況は、流出先・流入元ともに岡山市が６割を超えている。

○岡山県南広域の各市町において、市街化区域と市街化調整区
域の人口増減率を比較すると、本市は市街化区域の人口増加
率が最も高く、市街化調整区域の人口減少率も高い。

※国勢調査を基に集計


